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去
る
３
月
11
日
に
発
生
し
た
大
地
震
は
、
陸
前
高
田
市
を
は
じ

め
、
気
仙
沼
市
、
名
取
市
、
仙
台
市
な
ど
東
北
各
県
に
甚
大
な
被

害
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
、
大
和
高
田
市
と
い
た
し
ま
し
て
、
被
災
者
の
救
援
や

被
災
地
の
復
興
に
役
立
て
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
広
く
市
民
の
皆
さ

ん
に
呼
び
か
け
て
募
金
を
お
こ
な
う
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　

ど
う
ぞ
、
こ
の
趣
旨
を
ご
理
解
い
た
だ
き
、
多
数
の
皆
さ
ん
か
ら

ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
、
お
願
い
し
ま
す
。

東北地方太平洋沖地震

「大和高田市災害義援金」募集

「写真提供：共同通信社」

※
南
都
銀
行
窓
口
を
利
用
の
場
合
、
振

込
手
数
料
は
、
無
料
で
す
。

※
南
都
銀
行
Ａ
Ｔ
Ｍ
、
他
の
金
融
機
関

か
ら
は
、
振
込
手
数
料
が
か
か
り
ま
す
。

　
平
成
23
年
３
月
14
日
〜
９
月
30
日

 

● 

市
役
所　

１
階　

市
民
課
・
社
会
福
祉
課

   

２
階　

自
治
振
興
課 

・
税
務
課

　

３
階  

広
報
情
報
課

 

● 

保
健
セ
ン
タ
ー  

● 

市
立
病
院  

● 

さ
く
ら
荘

 

● 

天
満
診
療
所  

● 

さ
ざ
ん
か
ホ
ー
ル

 

● 

葛
城
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー  

● 

図
書
館

 

● 

中
央
公
民
館  

● 

総
合
体
育
館

 

● 

社
会
福
祉
協
議
会  

● 

東
雲
総
合
会
館

 

● 

曙
町
青
少
年
会
館 

● 

市
場
青
少
年
会
館

 

● 

塙
青
少
年
会
館  

● 

陵
西
公
民
館

 

● 

土
庫
公
民
館  

● 

菅
原
公
民
館

【口座名】
　東北地方太平洋沖地震災害義援金

【代表者】
　大和高田市福祉事務所　
　所長　田中英芳
　（ヤマトタカダシフクシジムショ
　ショチョウ　タナカヒデヨシ）

【口座】
　南都銀行高田支店（店番 380）
　普通預金・口座番号  2056078

募
　
集
　
期
　
間

払
　
込
　
先

義
援
金
募
金
箱
設
置
場
所
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審
議
会
等
の
会
議
を
公
開
し
ま
す

　
市
民
の
み
な
さ
ん
に
、
市
政
に
対
す
る
理
解
と
信
頼
を
深
め
、
市
民
参
加
に

よ
る
ま
ち
づ
く
り
を
い
っ
そ
う
推
進
す
る
た
め
、
４
月
１
日
か
ら
審
議
会
等
の
会

議
を
原
則
公
開
し
ま
す
。

■
公
開
す
る
会
議

　

法
律
ま
た
は
条
例
に
よ
り
設
置
さ
れ
た
審

議
会
、
協
議
会
な
ど
で
、
市
民
や
学
識

経
験
者
な
ど
が
委
員
と
し
て
参
加
し
て
い

る
会
議
で
す
。
た
だ
し
、
個
人
に
関
す
る

事
項
を
審
議
す
る
場
合
な
ど
は
、
会
議
の

全
部
ま
た
は
一
部
を
、非
公
開
と
し
ま
す
。

　

公
開
す
る
会
議
は
、
左
の
表
の
と
お
り

で
す
。

■
会
議
開
催
の
お
知
ら
せ

　

会
議
開
催
の
お
お
む
ね
２
週
間
前
に
市
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
、
開
催
日
時
、
開

催
場
所
、
議
題
な
ど
を
掲
載
し
ま
す
。

■
傍
聴

　

傍
聴
定
員
は
、
会
議
ご
と
に
決
め
ら
れ
、

開
催
時
間
の
お
お
む
ね
30
分
前
か
ら
会
議

場
で
、
先
着
順
に
定
員
に
達
す
る
ま
で
受

け
付
け
ま
す
。

■
会
議
録

　

公
開
さ
れ
た
会
議
の
会
議
録
と
会
議
資
料

は
、
会
議
を
開
催
し
た
日
か
ら
10
日
以
内

に
、
所
管
課
の
窓
口
や
情
報
公
開
コ
ー
ナ
ー

に
備
え
置
く
と
と
も
に
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
上
で
公
表
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　

企
画
法
制
課　

内
線
２
７
２
・
２
７
５

会議の名称 担当課

個人情報保護運営審議会 企画法制課
政治倫理審査会 企画法制課
総合計画審議会 企画法制課
特別職報酬等審議会 人事課
住居表示審議会 市民課
男女共同参画審議会 人権施策課
人権啓発推進協議会 人権施策課
防災会議 自治振興課
国民保護協議会 自治振興課
生活安全推進協議会 生活安全課
国民健康保険運営協議会 保険医療課
国民健康保険
天満診療所運営審議会 保険医療課

介護保険運営協議会 介護保険課

廃棄物減量等推進審議会 クリーンセンター
企画整備課

都市計画審議会 都市計画課
緑化推進協議会 都市計画課
社会教育委員会議 生涯学習課
文化財保護審議会 生涯学習課
青少年問題協議会 青少年課
文化会館運営協議会 文化振興課
スポーツ振興審議会 体育振興課

　

今
年
の
７
月
24
日
で
、
テ
レ
ビ
の
「
ア
ナ
ロ

グ
放
送
」
は
終
了
し
「
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
」

に
移
行
し
ま
す
。
現
在
、
テ
レ
ビ
画
面
の
右

上
に
「
ア
ナ
ロ
グ
」
と
表
示
さ
れ
て
い
る
テ
レ

ビ
を
見
て
い
る
人
は
、

 

● 

「
デ
ジ
タ
ル
テ
レ
ビ
（
薄
型
テ
レ
ビ
）」
に
買

い
替
え
る

 

● 

「
デ
ジ
タ
ル
チ
ュ
ー
ナ
ー
」、
ま
た
は
「
デ
ジ

タ
ル
チ
ュ
ー
ナ
ー
内
蔵
録
画
機
」
を
取
り

付
け
る

な
ど
の
準
備
を
し
な
い
と
、
テ
レ
ビ
を
見
る
こ

と
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
ア
ン
テ
ナ
工
事
等
を
依
頼
す
る
場

合
、
移
行
間
際
に
な
る
と
、
た
い
へ
ん
混
み

合
う
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。 

準
備
が
ま
だ

の
人
は
、
な
る
べ
く
早
目
に
、
お
近
く
の
電

気
店
や
家
電
量
販
店
へ
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

　

次
の
機
関
で
も
、
準
備
が
ま
だ
の
人
の
相

テレビの準備は
お済みですか
7月24日
地上デジタル放送
に移行します

談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
お
気
軽
に
電
話

し
て
く
だ
さ
い
。

◎
相
談
窓
口　

奈
良
県
テ
レ
ビ
受
信
者
支

援
セ
ン
タ
ー
（
愛
称
：
デ
ジ
サ
ポ
奈
良
）

  

☎
０
７
４
２
・
90
・
２
２
２
２

  

午
前
９
時
〜
午
後
９
時

※
土
・
日
・
祝
日
は
午
前
９
時
〜
午
後
６
時

地
デ
ジ
詐
欺
に

ご
注
意

　

ア
ナ
ロ
グ
テ
レ
ビ
放
送
の
デ
ジ
タ
ル
化
に
便

乗
し
た
詐
欺
が
、
発
生
し
て
い
ま
す
。
次
の

こ
と
に
、
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

【
こ
ん
な
手
口
で
す
】

 

● 

地
デ
ジ
工
事
と
い
っ
て
、
前
金
を
だ
ま
し

取
る
。

 

●  

デ
ジ
サ
ポ
を
名
乗
る
人
が
訪
問
し
、
費
用

を
請
求
す
る
。

【
被
害
に
合
わ
な
い
た
め
に
】

 

● 

依
頼
し
て
い
な
い
こ
と
へ
の
請
求
は
、
は
っ

き
り
と
断
る
。

 

● 

部
屋
に
あ
が
ら
せ
な
い
。

 

● 

訪
問
者
に
は
、
身
分
証
明
書
の
提
示
を

求
め
る
。

 

● 

不
審
に
思
っ
た
ら
、
一
人
で
判
断
等
せ
ず
、

家
族
や
近
く
の
警
察
、
電
気
店
、
デ
ジ
サ

ポ
等
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

★
ご
近
所
や
お
知
り
合
い
で
、
ま
だ
テ
レ
ビ

の
準
備
が
済
ん
で
い
な
い
人
が
い
た
ら
、

最
寄
り
の
電
気
店
や
相
談
窓
口
に
相
談
す

る
よ
う
、
声
を
か
け
て
あ
げ
て
く
だ
さ
い
。
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平成23年度予算概要
　

平
成
23
年
度
予
算
は
、
一
般
会
計
、
７
つ
の
特
別
会
計
、
２
つ
の
企
業
会
計
を
合
わ

せ
て
、
総
額
４
８
８
億
８
、２
９
５
万
５
千
円
に
な
り
ま
す
。
平
成
22
年
度
の
当
初
予

算
額
と
比
較
す
る
と
、20
億
９
、２
４
３
万
４
千
円
の
増
額
、率
に
し
て
4.5
％
の
増
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

一
般
会
計
予
算
は
、
統
一
地
方
選
が
控
え
て
い
る
た
め
、
骨
格
予
算
で
編
成
し
て

い
ま
す
。
そ
の
中
で
も
、
市
民
生
活
の
充
実
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
の
た
め
、
４
月

か
ら
の
実
施
が
必
要
な
事
業
に
つ
い
て
は
、
当
初
予
算
で
計
上
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

社
会
保
障
費
の
扶
助
費
な
ど
の
増
加
に
も
対
応
し
て
お
り
、
平
成
22
年
度
の
当
初
予

算
額
に
比
べ
、
実
質
額
で
11
億
３
、３
１
０
万
円
の
増
額
、
率
に
し
て
5.3
％
の
増
に
な
り

ま
す
。
ま
た
、
行
財
政
改
革
の
取
組
で
あ
り
、
現
在
推
進
し
て
い
る
「
財
政
健
全
化

プ
ロ
グ
ラ
ム
」「
IT
推
進
中
期
計
画
」「
土
地
開
発
公
社
経
営
健
全
化
計
画
」「
市
立

病
院
改
革
プ
ラ
ン
」
を
、
平
成
23
年
度
も
着
実
に
実
行
し
、
引
き
続
き
、
財
政
健
全

化
を
推
進
す
る
予
算
で
す
。
な
お
、
国
保
会
計
な
ど
の
特
別
会
計
、
企
業
会
計
で
あ

る
水
道
・
市
立
病
院
会
計
は
、
事
業
の
継
続
性
な
ど
を
考
慮
し
、
通
常
ど
お
り
の
年

間
予
算
で
編
成
し
て
い
ま
す
。

一般会計　歳入予算
　

長
期
に
わ
た
る
景
気
低
迷
の
影
響
を
受
け
、
市
の
行
政
活
動
を
支
え
る
根
幹
で
あ
る
市

税
収
入
は
、
特
に
個
人
市
民
税
を
中
心
に
、
平
成
23
年
度
も
前
年
度
と
比
べ
て
、
合
計

で
約
１
億
５
０
０
万
円
の
減
収
が
見
込
ま
れ
ま
す
。
し
か
し
、
国
か
ら
の
地
方
財
政
対
策

で
あ
る
、
地
方
交
付
税
と
臨
時
財
政
対
策
債
の
合
計
で
、
前
年
度
よ
り
約
２
億
３
千
万

円
の
増
加
と
な
る
見
込
み
で
、
使
途
を
制
限
さ
れ
な
い
一
般
財
源
収
入
合
計
で
は
、
前
年

度
よ
り
１
億
２
、５
０
０
万
円
の
増
加
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
他
の
項
目
で
は
、
国
・
県
支
出
金
で
、
歳
出
の
扶
助
費
、
緊
急
雇
用
創
出
事
業
、

「
こ
ど
も
手
当
」
な
ど
の
増
加
に
伴
う
所
要
分
の
確
保
や
、
高
校
授
業
料
無
償
化
な
ど

の
継
続
分
と
の
合
計
で
、
５
億
５
、５
０
０
万
円
の
増
額
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
使
用

料
や
手
数
料
で
も
、
土
庫
市
営
墓
地
の
永
代
使
用
料
収
入
な
ど
で
１
、６
０
０
万
円
の
増
、

基
金
繰
入
金
で
は
、
土
地
開
発
公
社
か
ら
の
用
地
買
い
戻
し
の
財
源
と
し
て
、
土
地
開

発
基
金
繰
入
金
な
ど
で
７
億
２
、４
０
０
万
円
の
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
市
債
で
は
、

１
億
５
０
０
万
円
の
増
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
主
に
、
現
行
金
利
へ
の
借
換
債
の
増
加
に
よ

る
も
の
で
あ
り
、
建
設
事
業
に
係
る
市
債
は
減
少
と
な
っ
て
い
ま
す
。

  

市
税
は
減
収
と
な
る
も
の
の
、
収
入
の
確
保
に
努
め
、
収
支
の
均
衡
を
図
っ
て
い
ま
す
。

歳入
232億5,000万円

歳出
232億5,000万円

  自主財源
36.7%

依存財源
  63.3%

その他

市税

繰入金

使用料及び手数料
分担金及び負担金
諸収入
その他

地方交付税

国庫支出金
譲与税
交付金 県支出金

市債

扶助費

人件費
公債費

物件費

補助費等

繰出金

普通建設事業費
維持補修費

歳入 予算額 対前年度
増減率 構成比

市税 66億1,700万0千円 △1.6% 28.5%
譲与税・交付金 8億1,100万0千円 8.3% 3.5%
地方交付税 65億   9,000万0千円 1.9% 28.3%
分担金及び負担金 2億7,344万7千円 0.2% 1.2%
使用料及び手数料 6億5,507万8千円 2.5% 2.8%
国庫支出金 42億  　137万4千円 9.2% 18.1%
県支出金 13億9,604万6千円 16.8% 6.0%
財産収入 1,578万1千円 44.0% 0.1%
寄附金 1千円 ー ー
繰入金 7億2,400万0千円 皆増 3.1%
諸収入 2億3,747万3千円 7.9% 1.0%
市債 17億2,880万0千円 6.5% 7.4%

臨時財政対策債 10億3,000万円 12.0% 4.4%
借換債 6億9,110万円 113.1% 3.0%
事業債 7,700万円 △ 99.8% ー

合　　計 232億5,000万０千円 6.9％ 100％

{内訳

一般会計 232億5,000万円

特別会計

国民健康保険事業 81億6,350万円

国民健康保険天満診療所  1億6,270万円

住宅新築資金等貸付金  5,600万円

下水道事業 21億6,120万円

駐車場事業 4,400万円

介護保険事業 46億1,800万円

後期高齢者医療保険事業  5億4,820万円

7 特別会計 小計 157億5,360万円

企業会計

水道事業	 25億8,116万0千円

病院事業 72億9,819万5千円

2 企業会計 小計 98億7,935万5千円

○総　額	 	 　488億8,295万5千円	
   前年度対比	 　　20億9,243万4千円（4.5％増）

●一般会計 ･ 特別会計 ･ 企業会計  合計表
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自立するまちづくり
地域づくり補助金 1,000
土地開発公社からの用地取得事業 802,004

心豊かな
市民・教育・福祉の
まちづくり

教
育
・
文
化

小学校児童の熱中症対策事業 【新規】 3,847
学校支援活動事業 【新規】 3,960
相談体制の充実 【新規】 4,000
地域ふれあい活動体験事業 【新規】 880

（仮称）土庫認定こども園新築事業 【繰越】 255,314
小中学校耐震補強事業 【繰越】 1,210,009
総合体育館・武道館の祝日開館 【新規】 114

保
健
・
福
祉
・
医
療

地域の居場所づくり推進事業 【新規】 6,821
乳児家庭全戸訪問事業（こんにちは赤ちゃん事業） 1,484
こども手当支給事業 1,410,099
子宮頸ガン・ヒブ（インフルエンザ菌 b 型）・
肺炎球菌予防ワクチン接種の公費補助 【新規】 75,433

女性特有のガン検診推進事業 8,716
妊婦健診費用の助成 51,645
HCU（集中治療室）７床の新設　（市立病院） 34,921
人工透析機等の医療機器購入　（市立病院） 99,234

元気とにぎわいの
まちづくり

高田活活（いきいき）まつり実行委員会補助金など 4,300
商都たかだ活性化補助金 2,000
奈良県信用保証協会保証料 31,100

安心・安全の
美しいまちづくり

今後10年間の水道ビジョン策定事業 5,000
住宅用太陽光発電システム設置費補助金 3,000
既存木造住宅耐震改修補助金 1,000

歳入
232億5,000万円

歳出
232億5,000万円

  自主財源
36.7%

依存財源
  63.3%

その他

市税

繰入金

使用料及び手数料
分担金及び負担金
諸収入
その他

地方交付税

国庫支出金
譲与税
交付金 県支出金

市債

扶助費

人件費
公債費

物件費

補助費等

繰出金

普通建設事業費
維持補修費

歳出 予算額 対前年度
増減率 構成比

人件費 43億        764万4千円 △3.7% 18.5%
扶助費 60億2,858万8千円 11.9% 25.9%
公債費 35億7,992万2千円 8.3% 15.4%
普通建設事業費 9億7,047万2千円 35.3% 4.2%
災害復旧事業費 4 千円 − −
物件費 29億1,588万6千円 11.0% 12.5%
維持補修費 1億4,684万2千円 33.3% 0.6%
補助費等 26億9,673万2千円 1.2% 11.6%
積立金 195万5千円 24.9% −
繰出金 25億7,835万5千円 5.7% 11.1%
予備費 2,000万0千円 − 0.1%

合　　計 232億5,000万0千円 6.9％ 100％

平成23年度予算の概要をお知らせします 総　　額
488億8,295万5千円

一般会計　歳出予算
　

歳
出
で
は
、
従
来
か
ら
取
り
組
ん
で
い
る
行
財
政
改
革
の
効
果
と
し
て
、
前
年
度
予
算

額
よ
り
、
人
件
費
で
１
億
６
、３
０
０
万
円
、
市
債
の
元
利
償
還
金
で
あ
る
公
債
費
で
は
、

実
質
額
で
９
、２
０
０
万
円
の
減
少
と
な
っ
て
い
ま
す
。
一
方
、
扶
助
費
で
は
、
生
活
保
護

費
で
２
億
４
、２
３
０
万
円
、
障
害
者
自
立
支
援
費
で
１
億
５
、８
０
０
万
円
の
増
加
な
ど
、

前
年
度
予
算
額
よ
り
６
億
４
千
万
円
の
増
加
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

各
費
目
の
主
な
も
の
と
し
て
、
総
務
費
の
普
通
建
設
事
業
費
で
あ
る
、「
土
地
開
発
公

社
経
営
健
全
化
計
画
」
に
基
づ
く
用
地
取
得
事
業
８
億
２
０
０
万
円
、
民
生
費
で
前
年

度
か
ら
実
施
し
て
い
る
、
乳
児
の
い
る
家
庭
を
訪
問
す
る
「
こ
ん
に
ち
は
赤
ち
ゃ
ん
事
業
」

１
４
８
万
４
千
円
、
３
歳
児
未
満
へ
の
「
こ
ど
も
手
当
」
の
増
額
な
ど
、
衛
生
費
で
は
13

歳
か
ら
15
歳
の
女
子
を
対
象
と
す
る
子
宮
頸
ガ
ン
、
０
歳
か
ら
４
歳
児
を
対
象
と
す
る
ヒ
ブ

（
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
菌
ｂ
型
）・
肺
炎
球
菌
の
予
防
ワ
ク
チ
ン
接
種
へ
の
公
費
助
成
と
し
て
７
、

５
４
３
万
３
千
円
、
女
性
特
有
の
ガ
ン
検
診
無
料
化
事
業
、
妊
婦
検
診
費
用
へ
の
助
成
の

継
続
、
商
工
費
で
は
商
店
街
な
ど
の
地
域
活
性
化
へ
の
支
援
と
し
て
「
商
都
た
か
だ
活
性

化
補
助
金
」
２
０
０
万
円
、
教
育
費
で
は
小
学
校
の
全
教
室
に
扇
風
機
を
設
置
す
る
費
用

３
８
４
万
７
千
円
、
学
校
行
事
な
ど
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
学
校
支
援
活
動
事
業
３
９
６
万
円
、

総
合
体
育
館
・
武
道
館
を
祝
日
開
館
す
る
経
費
な
ど
、
緊
急
雇
用
創
出
事
業
で
は
学
校
、

保
育
所
で
の
補
助
業
務
を
中
心
と
し
て
、
計
14
事
業
で
１
億
４
、１
４
１
万
３
千
円
を
予
算

計
上
し
て
い
ま
す
。

　

骨
格
予
算
で
す
が
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
、
向
上
を
図
る
た
め
に
必
要
な
事
業
に
つ
い

て
、
積
極
的
に
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

（単位 :千円）

平
成
23
年
度
の
主
な
事
業
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4月24日（日）は大和高田市長選挙・大和高田市議会議員選挙の投票日
■
今
回
の
選
挙
に

　
投
票
で
き
る
人

　

選
挙
で
投
票
す
る
た
め
に
は
、

『
選
挙
人
名
簿
』
に
登
録
さ
れ
て

い
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
今
回

の
選
挙
で
、
選
挙
人
名
簿
に
登
録

投
票
し
ま
し
ょ
う

み
ん
な
そ
ろ
っ
て

投票時間　午前7時〜午後8時

投票用紙の記入に注意！

大和高田市長選挙
白色の用紙

大和高田市議会議員選挙
うぐいす（緑）色の用紙

さ
れ
て
い
る
人
は
、
次
の
要
件
を

満
た
す
人
で
す
。

▽
年
齢
要
件
な
ど　

平
成
３
年
４

月
25
日
以
前
（
４
月
25
日
を
含

む
）
に
生
ま
れ
た
人

▽
住
所
要
件　

平
成
23
年
１
月
16

日
以
前
（
１
月
16
日
を
含
む
）

に
住
民
登
録
（
転
入
届
出
）

を
し
、
引
き
続
き
３
か
月
以
上
、

大
和
高
田
市
に
住
民
登
録
さ

れ
、
か
つ
居
住
し
て
い
る
人

■
市
内
転
居
者
の
投
票
所

　

４
月
５
日

（火）
以
降
の
市
内
転
居

者
は
、
旧
住
所
地
の
投
票
所
で
投

票
し
て
く
だ
さ
い
。

■
選
挙
人
名
簿
の
縦
覧

▽
縦
覧
日　

４
月
17
日

（日）

▽
縦
覧
時
間　

　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

▽
縦
覧
場
所　

市
役
所
３
階

　

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
室

■
投
票
所
入
場
整
理
券

　

投
票
所
入
場
整
理
券
は
、
各

世
帯
毎ご
と

に
封
書
で
郵
送
し
ま
す
。

届
い
た
ら
中
身
を
確
認
し
て
、
投

票
所
に
行
く
と
き
は
、
自
分
の
入

場
整
理
券
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

こ
の
入
場
整
理
券
は
、
投
票
所
の

事
務
を
円
滑
に
お
こ
な
う
た
め
等

の
も
の
で
、
紛
失
し
た
り
、
届
か

な
か
っ
た
場
合
で
も
、
選
挙
人
名

簿
に
登
録
さ
れ
て
い
る
人
は
、
投

票
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
、

投
票
所
で
係
員
に
申
し
出
て
く
だ

さ
い
。

※
投
票
所
入
場
整
理
券
は
、
郵

便
物
の
転
送
届
を
し
て
い
て
も
、

転
送
さ
れ
ま
せ
ん
の
で
、
あ
ら
か

じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

■
投
・
開
票
の
日
時
、
場
所

　

投
票
は
、
４
月
24
日

（日）
午
前
７

時
か
ら
午
後
８
時
ま
で
、
市
内
22

か
所
の
投
票
所
で
お
こ
な
い
、
開

票
は
、
同
日
、
大
和
高
田
市
立
総

合
体
育
館
で
、
午
後
９
時
か
ら
お

こ
な
う
予
定
で
す
。
投
票
場
所
は
、

入
場
整
理
券
に
記
載
し
て
あ
り
ま

す
の
で
、
本
誌
７
ペ
ー
ジ
〜
８
ペ
ー

ジ
掲
載
の
「
投
票
所
一
覧
」
で
確

認
の
う
え
、
指
定
の
投
票
所
で
投

票
を
お
こ
な
っ
て
く
だ
さ
い
。

■
期
日
前
投
票
・
不
在
者
投
票

　

投
票
日
当
日
、仕
事
や
旅
行
等
、

一
定
の
理
由
で
、
投
票
所
に
行
く

こ
と
が
で
き
な
い
人
は
、
期
日
前

投
票
を
お
こ
な
う
こ
と
が
で
き
ま

す
。
投
票
所
入
場
整
理
券
を
持
っ

て
、
必
ず
本
人
が
、
期
日
前
投
票

所
（
市
役
所
３
階
東
会
議
室
）
ま

で
来
て
く
だ
さ
い
。
宣
誓
書
に
必

要
事
項
を
記
入
の
後
、
投
票
し
て

い
た
だ
き
ま
す
。

▽
期
間　

　

４
月
18
日

（月）
〜
４
月
23
日

（土）

▽
時
間　

　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
８
時

※
前
記
の
場
所
で
期
日
前
投
票
を

お
こ
な
う
以
外
に
、
次
の
方
法

に
よ
り
不
在
者
投
票
を
お
こ
な

う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
該
当
す

る
人
は
、
郵
便
事
情
等
を
考
慮

し
て
、
お
早
め
に
手
続
き
を
し

て
く
だ
さ
い
。

◎
郵
便
等
に
よ
る
不
在
者
投
票

　
（
請
求
は
４
月
20
日
ま
で
）

　

身
体
障
害
者
手
帳
・
戦
傷
病

者
手
帳
ま
た
は
、
介
護
保
険
の
被

保
険
者
証
を
お
持
ち
の
人
で
、
障

が
い
の
程
度
ま
た
は
、
要
介
護
状

態
が
A
表
の
基
準
に
該
当
す
る
人

は
、
自
宅
等
か
ら
郵
便
等
に
よ
る

投
票
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
郵
便

投
票
等
が
で
き
る
目
の
不
自
由
な

人
や
上
肢
に
障
が
い
の
あ
る
人
で
、

B
表
の
基
準
に
該
当
す
る
人
は
、
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4月24日（日）は大和高田市長選挙・大和高田市議会議員選挙の投票日
身体障害者手帳 戦傷病者手帳 介護保険の被保険者証

両下肢・体幹・移動
機能障害（1級・2級）

両下肢・体幹の障害
（特別項症〜第2項症）

要介護状態区分
（要介護5）

心臓・腎臓・呼吸器・
膀胱・直腸・小腸の
障害（1級・3級）

心臓・腎臓・呼吸器・
膀胱・直腸・小腸・
肝臓の障害

（特別項症〜第3項症）免疫・肝臓の障害
（1〜3級）

【A表】

【B表】

障害の
部位

身体障害者
手帳

戦傷病者
手帳

視覚障害
上肢障害

1級
特別項症
〜第2項症

※選挙についてのお問い合わせは、選挙管理委員会事務室（内線 352・353）まで。

あ
ら
か
じ
め
選
挙
管
理
委
員
会
に

届
け
出
た
代
理
人
（
選
挙
権
を
有

す
る
人
）
に
代
理
記
載
を
依
頼
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
制
度
で
投
票
を
お
こ

な
う
に
は
、
あ
ら
か
じ
め
「
郵
便

等
投
票
証
明
書
」
の
交
付
を
受
け

る
な
ど
、
事
前
手
続
き
が
必
要
で

す
。
詳
し
く
は
選
挙
管
理
委
員
会

事
務
室
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

◎
病
院
・
施
設
で
の
不
在
者
投
票

　

病
院
や
施
設
に
入
院
・
入
所
中

の
人
は
、
そ
の
病
院
等
が
不
在
者

投
票
の
で
き
る
施
設
の
指
定
を
受

け
て
い
れ
ば
、
そ
の
場
所
で
、
不

在
者
投
票
を
お
こ
な
う
こ
と
が
で

き
ま
す
。
そ
の
病
院
等
に
お
早
め

に
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

◎
滞
在
地
で
の
不
在
者
投
票

　

す
で
に
仕
事
な
ど
で
、
他
の
市

区
町
村
に
滞
在
中
で
、
投
票
日
ま

で
に
大
和
高
田
市
に
帰
る
こ
と
が

で
き
な
い
人
は
、
滞
在
地
の
選
挙

管
理
委
員
会
で
不
在
者
投
票
を
お

こ
な
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
大
和

高
田
市
選
挙
管
理
委
員
会
事
務

室
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
何
ら
か
の
理
由
で

　
字
が
書
け
な
い
と
き

▽
代
理
投
票　

身
体
の
故
障
な
ど

に
よ
り
自
分
で
字
の
書
け
な
い

人
は
、　

投
票
管
理
者
に
申
し

出
て
く
だ
さ
い
。
投
票
補
助
者

政治家が選挙区内の人に
お金や物を贈ることは禁止されています
有権者が求めてもいけません

政治家が選挙区内の人に
お金や物を贈ることは禁止されています
有権者が求めてもいけません

政治家が選挙区内の人に
お金や物を贈ることは禁止されています
有権者が求めてもいけません
みんなで守ろう「三ない運動」

贈らない

求めない

受けとらない

親睦旅行への差し入れ

野球大会やママさん
バレーへの差し入れ

ゴルフコンペ
などの賞品

集会の飲食代

祭りの寄附
やお酒

開店祝などの花輪や祝金　

葬式の香典や花輪
お中元やお歳暮

ちょっとしたおみやげ　

結婚・出産・入学・
卒業・就職の祝金

が
本
人
に
代
わ
っ
て
、
投
票
用

紙
に
候
補
者
の
氏
名
な
ど
を
記

載
し
ま
す
。

▽
点
字
投
票　

目
の
不
自
由
な
人

は
、
投
票
所
で
投
票
管
理
者
に

申
し
出
れ
ば
、
点
字
で
投
票
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

■
サ
イ
レ
ン
の
吹
鳴

　

投
票
日
に
は
、
次
の
時
間
に
サ

イ
レ
ン
が
鳴
ら
さ
れ
ま
す
。

▽
午
前
７
時
（
投
票
開
始
の
お
知

ら
せ
）

▽
午
後
７
時
（
投
票
終
了
１
時
間

前
の
お
知
ら
せ
）

▽
午
後
８
時
（
サ
イ
レ
ン
が
鳴
り
終

わ
る
と
、
投
票
を
終
了
し
ま
す
）

■
選
挙
公
報

　

選
挙
公
報
は
、
４
月
22
日

（金）
ま

で
に
配
布
し
ま
す
。
届
か
な
い
場

合
は
、
大
和
高
田
市
選
挙
管
理

委
員
会
事
務
室
へ
連
絡
し
て
く
だ

さ
い
。

※
今
回
の
選
挙
は
、
本
市
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
お
い
て
、
開
票
速
報

を
掲
載
し
ま
す
。
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高田こども園

大和大谷別院
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保育所
ひろば

〈材料〉
☆卵… ………………… 6個　
   ウインナー…………… 4本
   新じゃがいも… …… 2個
　新たまねぎ…………… 1個

　

片
塩
保
育
所
は
、
昭
和
48
年

に
開
所
し
、
働
く
保
護
者
を
支

え
る
延
長
保
育
所
と
し
て
、

「
行
っ
て
ら
っ
し
ゃ
い
」

「
お
か
え
り
な
さ
い
」

を
合
言
葉
に
、
39
年
目
を
迎
え

ま
し
た
。

○
み
ん
な
と
一
緒
に
楽
し
い
食
事

　

朝
一
番
の
当
番
活
動
は
、
花
の

水
や
り
や
人
数
調
べ
。

「
お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
」

「
今
日
の
出
席
人
数
は
、
何
人
で

す
か
」

各
ク
ラ
ス
に
挨
拶
を
し
て
ま
わ

り
、
調
理
室
へ
。

「
今
日
の
献
立
は
、
何
で
す
か
」

献
立
ボ
ー
ド
に
、
食
材
を
赤
・
黄
・

緑
に
分
け
て
貼
り
ま
す
。

　

迎
え
の
時

「
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
食
べ
た
よ
」

「
ご
飯
、
お
い
し
か
っ
た
よ
」

と
、
親
子
の
会
話
が
は
ず
ん
で
い

ま
す
。
野
菜
を
育
て
、
ネ
ギ
焼

き
や
さ
つ
ま
い
も
チ
ッ
プ
ス
を
作

り
ま
し
た
。
ベ
ト
ナ
ム
人
の
お
母

さ
ん
に
、
ベ
ト
ナ
ム
カ
レ
ー
を
教

え
て
も
ら
い
、
参
観
日
に
、
皆
で

楽
し
く
食
べ
た
こ
と
も
あ
り
ま
し

た
。
自
分
た
ち
で
経
験
す
る
こ

と
で
、
触
れ
る
、
嗅
ぐ
、
見
る
、

聞
く
、
味
わ
う
、
の
五
感
を
張
り

巡
ら
せ
、
食
べ
る
こ
と
は
生
き
る

喜
び
に
つ
な
が
っ
て
い
る
こ
と
に
、

気
づ
い
て
い
き
ま
す
。

○
地
域
と
の
出
会
い

　

保
育
所
の
周
辺
、
常
光
寺
池
の

周
り
は
、
犬
の
散
歩
や
ジ
ョ
ギ
ン

グ
コ
ー
ス
で
す
。
０
歳
児
も
、
お

さ
ん
ぽ
カ
ー
に
乗
っ
て
散
歩
に
出

か
け
る
と
、
声
を
か
け
て
も
ら
い
、

地
域
の
人
た
ち
の
人
気
者
で
す
。

ま
た
、
年
長
児
に
手
を
つ
な
い
で

も
ら
い
出
か
け
た
ク
ラ
ス
は
、
身

の
安
全
を
守
っ
て
も
ら
っ
た
り
、

片
隅
の
か
わ
い
い
花
を
摘
ん
で
も

ら
い
、
大
事
に
握
り
締
め
、
持
ち

帰
り
、
空
容
器
に
入
れ
飾
っ
て
い

ま
す
。
子
ど
も
た
ち
は
、
地
域
の

人
た
ち
や
自
然
体
験
を
通
し
て
感

動
や
発
見
を
し
、
豊
か
な
心
情
や

思
考
力
が
育
っ
て
い
ま
す
。

○
育
も
う
豊
か
な
心

　

近
く
に
あ
る
「
グ
ル
ー
プ
ホ
ー

ム
げ
ん
き
村
」
の
人
た
ち
と
の

ふ
れ
あ
い
で
は
、
一
緒
に
散
歩
し

た
り
、
運
動
会
を
見
て
も
ら
い
ま

し
た
。
発
表
会
で
は
、
劇
『
か
っ

ぱ
わ
く
わ
く
』
を
見
て
も
ら
い
ま

し
た
。
劇
中
に
、「
わ
く
わ
く
水
」

で
元
気
に
な
っ
た
と
い
う
、
く
だ

り
が
あ
り
ま
し
た
。
げ
ん
き
村
の

み
な
さ
ん
は
、

「
私
た
ち
も
、わ
く
わ
く
水
も
ら
っ

た
な
あ
」

と
言
い
な
が
ら
、
帰
ら
れ
ま
し

た
。
ま
た
、

「
散
歩
に
行
き
ま
し
ょ
う
」

と
、
皆
さ
ん
の
協
力
の
下
で
、
交

流
す
る
こ
と
も
で
き
ま
し
た
。

世
代
間
の
ふ
れ
あ
い
か
ら
、
豊
か

な
心
が
育
っ
て
い
く
こ
と
を
願
っ

て
い
ま
す
。

　

 

日
々
の
保
育
の
積
み
重
ね
に
よ

り
、
自
ら
考
え
工
夫
し
て
、
最
後

ま
で
や
り
遂
げ
た
こ
と
は
、
何
ご
と

に
お
い
て
も
、
自
信
に
な
り
ま
す
。

　
『
元
気
で
明
る
い
子
ど
も
・
心

ゆ
た
か
な
子
ど
も
・
な
か
よ
く
あ

そ
べ
る
子
ど
も
・
考
え
る
子
ど
も
』

を
め
ざ
し
、
日
々

の
保
育
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

片塩保育所

＊ 春野菜オムレツ　　
　　　　（４人分）

〈エネルギー〉（１人分）
301キロカロリー
たんぱく質…………１２.6g
カルシウム…………55 mg　　

　グリンピース………… 大さじ２
　マヨネーズ…………… 大さじ３
　塩、こしょう………… 適宜　
   油……………………… 適宜

寒さに耐えた春野菜は、エネルギー
がいっぱい詰まっています。56          

〈作り方〉
１ じゃが芋、たまねぎは1㎝角に切り、じゃが芋は水にさらす。ウインナーは5㎜の厚さ
の輪切りにする。

２ 卵を割りほぐし、マヨネーズ、塩、コショウを加えて混ぜる。

３ じゃが芋、グリンピースは耐熱皿に入れてラップをし、電子レンジで加熱する。

４ フライパンに油を熱し、ウインナー、たまねぎ、3、を順に炒め、塩、コショウで味を整える。
５ 卵を流し入れて強火にし、大きく混ぜる。半熟状になったらふたをして弱火で3分ほ
ど焼き、裏返して2分ほど焼く。

※裏返す時は、フライパンより少し大きいふた（皿）を使い、片面が焼けたらふたの上に返し、滑
らせるようにフライパンに戻せば、簡単にできます。

今月から、季節の食材
を使った子どもに人気
のレシピを紹介します。
旬の食材はおいしく、
栄養価も高くなります。
ぜひお試しください。
　　　　　　〔保育課〕
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大和高田市歯科医師会

家
族
が
認
知
症
に
か
か
っ
た
ら
…

　

認
知
症
は
、
誰
も
が
か
か
る
可

能
性
が
あ
る
病
気
で
す
。
家
族
や

近
所
の
人
が
認
知
症
に
な
っ
た
場

合
、
ど
の
よ
う
な
介
護
を
し
て
支

え
て
い
け
ば
い
い
の
か
、
悩
む
人

も
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

認
知
症
の
代
表
的
な
症
状
に

は
、
記
憶
障
が
い
（
物
忘
れ
）、

見
当
識
障
が
い
（
日
や
場
所
が
わ

か
ら
な
い
）、
情
報
処
理
障
が
い

な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　

徘
か
い
や
妄
想
、
暴
力
と
い
っ

た
症
状
は
、
誰
に
で
も
現
れ
る
も

の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
現
れ
た

と
き
、
家
族
は
情
け
な
く
思
っ
た

り
、
無
関
心
に
な
っ
た
り
、
疲
れ

た
り
し
ま
す
。

　

ま
た
、
家
族
を
悩
ま
せ
る
症

状
は
、
認
知
症
の
代
表
的
な
症

状
に
よ
っ
て
、
本
人
が
体
験
し
て

い
る
世
界
と
周
囲
に
ズ
レ
が
起
こ

る
こ
と
で
現
れ
ま
す
。
家
族
が

本
人
の
体
験
し
て
い
る
こ
と
を
理

解
す
る
こ
と
で
、
対
応
の
仕
方
が

変
わ
り
、
本
人
の
混
乱
を
防
ぐ
こ

と
も
で
き
ま
す
。

　
「
ど
こ
？
い
つ
？
誰
？
何
？
な

ぜ
？
」
と
、
本
人
に
と
っ
て
不
思

議
な
こ
と
が
起
こ
れ
ば
、
不
安

と
緊
張
が
続
い
て
し
ま
い
ま
す
。

中
に
は
、
焦
り
や
動
揺
、
混
乱

を
起
こ
す
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

こ
こ
が
ど
こ
か
わ
か
ら
な
い
こ

と
で
起
こ
る
徘
か
い
で
は
、
止
め

る
こ
と
よ
り
も
、
可
能
な
限
り

付
き
添
っ
て
く
だ
さ
い
。
何
が
目

的
な
の
か
、
歩
き
な
が
ら
聞
い
て

み
る
の
も
い
い
で
し
ょ
う
。
付
き

添
い
な
が
ら
、
戻
る
よ
う
に
誘
導

し
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

し
ま
い
込
ん
だ
こ
と
を
忘
れ

て
起
こ
る
物
盗
ら
れ
妄
想
で
は
、

「
財
布
を
盗
ら
れ
た
」
等
の
訴

え
が
あ
り
、
身
近
に
い
る
人
が
疑

わ
れ
ま
す
。
問
い
た
だ
し
た
り

怒
る
の
で
な
く
、
本
人
の
訴
え
を

聞
い
て
、
お
茶
を
飲
む
な
ど
し
て

少
し
落
ち
つ
い
た
ら
「
一
緒
に
探

し
ま
し
ょ
う
か
」
と
、
声
を
か
け

て
み
て
く
だ
さ
い
。

　

本
人
の
体
験
す
る
世
界
を
理

解
し
よ
う
と
す
る
こ
と
で
、
介
護

者
に
信
頼
感
や
安
心
感
を
持
っ
て

も
ら
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

そ
れ
で
も
対
応
し
づ
ら
い
症
状

や
介
護
の
仕
方
に
つ
い
て
は
、
専

門
医
に
相
談
す
る
こ
と
を
お
勧
め

し
ま
す
。

〔
地
域
包
括
支
援
課 

　
　
　
　
　
　
　

内
線
５
５
８
〕

歯
並
び
と
矯
正
に
つ
い
て

　

人
類
の
歯
の
本
数
は
、
徐
々

に
減
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
同
時

に
、
顎あ
ご

の
骨
も
小
さ
く
な
り
つ

つ
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
、
大
昔

に
比
べ
て
、
食
物
を
噛か

み
砕
く

必
要
が
少
な
く
な
っ
た
か
ら
で

す
。
た
だ
、
歯
の
本
数
が
減
る

の
に
比
べ
て
、
顎あ
ご

の
縮
小
傾
向

の
方
が
、
少
し
早
い
よ
う
で
す
。

そ
の
た
め
、
歯
が
並
び
き
ら
な

か
っ
た
り
、
上
下
の
ア
ン
バ
ラ

ン
ス
が
生
じ
た
り
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
早
期
に
乳
歯
を
失
う
と
、

こ
の
傾
向
が
よ
り
強
く
な
り
ま

す
し
、
遺
伝
に
よ
る
こ
と
も
多

く
見
ら
れ
ま
す
。

　

で
は
歯
並
び
や
噛か

み
合
わ
せ

が
悪
い
と
、
ど
ん
な
不
具
合
が

あ
る
で
し
ょ
う
か
？
食
物
を
充

分
に
咀そ

嚼し
ゃ
くし
に
く
い
、
歯
磨
き

が
不
十
分
に
な
り
や
す
い
こ
と

か
ら
、
虫
歯
や
歯
周
病
の
リ
ス

ク
が
高
ま
り
ま
す
。
発
音
に
も

影
響
が
あ
り
ま
す
し
、
体
幹
の

バ
ラ
ン
ス
や
運
動
能
力
に
、
影

響
が
出
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

そ
し
て
見
栄
え
の
問
題
も
、
大

き
い
で
し
ょ
う
。

　
「
で
は
、
い
つ
ご
ろ
か
ら
、
矯

正
を
始
め
れ
ば
、
い
い
の
で
し
ょ

う
か
？
」

と
、
質
問
が
出
て
き
ま
す
。
基

本
的
に
は
、
大
人
に
な
っ
て
か

ら
で
も
可
能
で
す
。
し
か
し
、

不
正
咬こ
う

合ご
う

の
種
類
や
、
ケ
ー
ス

に
よ
っ
て
、
最
適
な
時
期
は
違

い
ま
す
。

　

反
対
咬こ
う

合ご
う

（
い
わ
ゆ
る
受
け

口
）
は
、
乳
歯
が
生
え
そ
ろ
う

こ
ろ
か
ら
の
、
長
期
的
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
が
必
要
な
場
合
も
あ
り

ま
す
し
、
上
じ
ょ
う

顎が
く

前
突
（
い
わ
ゆ

る
出
っ
歯
）
な
ら
、
生
え
か
わ

り
の
こ
ろ
か
ら
永
久
歯
列
に

な
っ
て
か
ら
で
、
充
分
な
場
合

も
あ
り
ま
す
。

　

い
ず
れ
に
せ
よ
、
気
に
な
っ

た
ら
、
歯
科
医
に
相
談
し
て
く

だ
さ
い
。
専
門
医
で
も
一
般
歯

科
で
も
大
丈
夫
で
す
。
適
切
な

ア
ド
バ
イ
ス
を
し
ま
す
。

　

基
本
的
に
費
用
は
か
か
り
ま

す
が
、
最
近
保
険
適
用
に
な
っ

た
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

矯
正
の
装
置
も
、
ケ
ー
ス
に
よ
っ

て
は
、
前
か
ら
は
見
え
な
い
装

置
や
、
取
り
外
し
が
自
由
な
も

の
等
を
、
使
用
で
き
る
場
合
も

あ
り
ま
す
。
気
軽
に
相
談
し
て

く
だ
さ
い
。

（資料提供　アジリティ・コーポレーション）
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昨
年
11
月
末
、
住
宅
リ
フ
ォ
ー

ム
の
展
示
場
へ
行
き
、
内
装
リ

フ
ォ
ー
ム
の
相
談
を
し
た
。
翌
日
、

担
当
者
が
自
宅
へ
来
て
、「
値
引

き
す
る
し
、
分
割
払
い
も
で
き
る
」

と
熱
心
に
勧
め
、
価
格
も
大
幅

に
下
げ
て
く
れ
た
。
し
か
し
、
そ

れ
で
も
金
額
が
高
額
だ
っ
た
の
で
、

支
払
金
額
を
全
額
「
銀
行
融
資
」

と
し
て
契
約
し
た
。
契
約
の
際
、

「
銀
行
融
資
を
断
ら
れ
た
ら
、
解

約
す
る
」
と
念
を
押
し
た
。

　

1
か
月
後
、
結
局
銀
行
か
ら
融

資
を
断
ら
れ
た
の
で
、
約
束
ど
お

り
業
者
に
解
約
を
申
し
入
れ
た
。

し
か
し
業
者
は
、「
契
約
書
に
、『
工

事
日
未
定
で
解
約
す
る
場
合
、
契

約
金
額
の
15
%
の
違
約
金
が
発
生

す
る
』
と
書
い
て
あ
る
」
と
、
違

約
金
の
支
払
い
を
要
求
し
た
。
契

約
時
に
は
違
約
金
の
話
な
ど
聞
い

て
い
な
い
。

契
約
の
問
題
点
を
指
摘
し
、
交
渉

　

相
談
者
は
解
約
を
希
望
し
て

い
た
の
で
、解
約
理
由
を
明
記
し
、

解
約
申
立
書
を
送
っ
て
も
ら
う

こ
と
に
し
ま
し
た
。解
約
理
由
は
、

 

● 

詳
細
な
工
事
内
容
は
ま
だ
何

も
決
ま
っ
て
い
な
い

 

● 

事
前
に
、「
銀
行
融
資
を
断
ら

れ
た
ら
解
約
す
る
」
と
念
を

押
し
て
い
る

 

● 

事
前
に
違
約
金
の
説
明
が
な

か
っ
た

以
上
の
3
つ
を
記
載
し
ま
し
た
。

　

し
か
し
後
日
、
業
者
か
ら
「
契

約
書
を
交
わ
し
た
以
上
、
違
約
金

の
支
払
い
は
当
然
。
履
行
し
な
け

れ
ば
、
訴
訟
も
辞
さ
な
い
」と
、相

談
者
に
電
話
が
あ
り
ま
し
た
。
そ

こ
で
、

 

● 

消
費
者
契
約
法
の
「
不
当
に

高
額
な
解
約
損
料
の
要
求
」

に
あ
た
る
こ
と

 

● 

重
要
な
事
項
の
説
明
が
な

か
っ
た
こ
と

 

● 

銀
行
の
融
資
が
契
約
の
条
件

だ
っ
た
こ
と

を
指
摘
し
、
さ
ら
に
、
ま
だ
建
築

資
材
な
ど
の
打
ち
合
わ
せ
も
し

相
談
事
例

リフォーム契約を
解約したい

<

50
歳
代　

女
性

違
約
金　

約
50
万
円

<

☆
複
数
の
相
談
事
例
を
元
に
、一
般
的

な
相
談
と
し
て
構
成
し
た
も
の
で

す
。
特
定
の
相
談
事
例
を
示
す
も

の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

「
男
ら
し
く
」「
女
ら
し
く
」
か
ら

　
　
　
　
　「
自
分
ら
し
く
」
生
き
る
社
会
め
ざ
し
て

98

～
「
違
い
」
を
「
違
い
」
と
し
て

        

　
認
め
合
う
こ
と
か
ら
～

　

最
近
、
テ
レ
ビ
等
の
マ
ス
メ
デ
ィ
ア

で
は
、
同
性
愛
者
が
笑
い
の
ネ
タ
に

さ
れ
て
い
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
こ

う
し
た
「
オ
カ
マ
・
ホ
モ
」
ネ
タ
で

同
性
愛
者
は
侮
蔑
、
嘲
笑
さ
れ
て
当

然
だ
と
い
う
意
識
、
言
い
換
え
れ
ば
、

同
性
愛
が
異
性
愛
よ
り
劣
っ
て
お
り
、

望
ま
し
く
な
い
状
態
で
あ
る
と
い
う

と
ら
え
方
が
社
会
に
存
在
し
て
い
る

こ
と
は
確
か
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

こ
う
い
っ
た
考
え
を
同
性
愛
嫌
悪
（
ホ

モ
フ
ォ
ビ
ア
：H

om
ophobia

）
と

呼
び
ま
す
。
こ
の
同
性
愛
嫌
悪
が
、

同
性
愛
者
に
対
す
る
偏
見
や
差
別
意

識
に
つ
な
が
っ
て
い
る
の
で
す
。
そ
の

原
因
に
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
背
景
が
あ

る
の
で
す
が
、
異
性
愛
者
が
同
性
愛

に
つ
い
て
聞
い
た
と
き
、「
自
分
に
は

わ
か
ら
な
い
」「
理
解
で
き
な
い
」
と

い
う
感
想
が
ほ
と
ん
ど
ら
し
い
で
す
。

こ
の
考
え
方
に
は「
男
の
く
せ
に
」「
女

の
く
せ
に
」
と
い
っ
た
※
ジ
ェ
ン
ダ
ー

に
縛
ら
れ
た
「
違
い
」
を
「
違
い
」

と
し
て
認
め
て
い
け
な
い
意
識
が
明

ら
か
に
潜
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、
同

性
愛
者
と
い
っ
て
も
、
さ
ま
ざ
ま
な
形

態
が
あ
り
、「
性
」
の
区
分
も
「
男
性
」

「
女
性
」
の
二
性
区
分
の
み
で
は
な

い
現
実
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
に

二
性
区
分
の
枠
組
み
の
中
で
と
ら
え

き
れ
な
い
生
き
方
を
し
て
い
る
人
々

の
総
称
を
「
性
的
少
数
者
（
セ
ク
シ
ャ

ル
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
）」
と
呼
び
ま
す
。

そ
し
て
、
自
分
が
そ
う
い
う
生
き
方

を
し
て
い
る
と
、
堂
々
と
カ
ミ
ン
グ
ア

ウ
ト
（
告
知
）
で
き
な
い
現
実
が
あ

り
ま
す
。
そ
れ
は
、
先
ほ
ど
述
べ
た

周
り
の
偏
見
や
差
別
意
識
が
あ
る
か

ら
で
す
。

　

私
は
、
同
性
愛
の
生
き
方
を
推
奨

し
て
い
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

人
は
人
と
し
て
平
等
で
あ
る
と
い
う

こ
と
は
言
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
が
、

人
に
は
「
違
い
」
が
あ
り
、そ
の
「
違

い
」
を
「
違
い
」
と
し
て
認
め
合
っ

て
い
く
こ
と
も
大
切
で
あ
る
と
思
い

ま
す
。「
自
分
ら
し
く
」
生
き
て
い
け

る
社
会
を
と
も
に
創
っ
て
い
き
た
い
も

の
で
す
。

※
ジ
ェ
ン
ダ
ー
：
文
化
的
、
社
会
的

に
位
置
づ
け
ら
れ
た
「
性
」
で
、

い
わ
ゆ
る
世
間
体
に
縛
ら
れ
た
意

味
で
の
「
性
」
の
位
置
づ
け
を
言

い
ま
す
。　

　
　
　
　
　
　
〔
人
権
施
策
課
〕
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● 市消費生活センター ▽相談日時　月・火・木・金曜日 午前10時〜午後4時    ▽ところ　市役所3階    ▽予約先　内線 314
● 県消費生活センター中南和相談所 ▽相談日時　月〜金曜日 午前9時〜午後5時（受付は午後4時まで） 

　 ▽ところ　県高田総合庁舎2階　 ▽予約先　☎ 22-0931　　　　　　　　　　  ※ともに、祝日、昼休みを除く。要予約。

最近、「劇場型」と呼ばれる悪質商法が増
えているんだよ。

劇場…？なんだかちょっと、楽しそうな名前です
ねぇ。どんな悪質商法ですか？

ある業者から、突然「A を買ってほしい」
と勧誘がある。みくちゃんならどうする？

いらないものなら買いません。

その直後、別の業者から「A を高く買い取る
ので、手に入れてほしい」と勧誘があったら？

ええっと、最初の業者から A を買って、後の業者に
売れば儲かりますね。それなら買ってもいいかも…

ところがその後、「買い取る」と言った業者
とは連絡がつかなくなるんだ。「A」は、リゾー
ト会員権や金融商品など、さまざまだ。

全然、楽しそうじゃなかった…気を付けないと！

増えています、
「劇場型」

教えて！
最新情報

て
い
な
い
状
況
で
、
業
者
に
ど
れ

ぐ
ら
い
の
損
害
が
発
生
す
る
の

か
示
す
よ
う
交
渉
し
た
と
こ
ろ
、

後
日
、
一
方
的
に
解
約
通
知
書
が

送
ら
れ
て
き
て
解
決
し
ま
し
た
。

契
約
前
に
チ
ェ
ッ
ク
し
た
い
こ
と

　

信
頼
で
き
る
リ
フ
ォ
ー
ム
業
者

か
ど
う
か
の
目
安
と
し
て
、

 

● 

国
や
都
道
府
県
か
ら
、
建
設

業
許
可
を
受
け
て
い
る
か

 

● 

建
築
士
や
増
改
築
相
談
員
等
の

資
格
を
持
っ
て
い
る
か

 

● 

建
築
や
リ
フ
ォ
ー
ム
の
事
業

者
団
体
に
加
盟
し
て
い
る
か

 

● 「
リ
フ
ォ
ー
ム
瑕か

疵し

保
険
」
に

加
入
し
て
い
る
業
者
か

な
ど
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
と
よ
い

で
し
ょ
う
。
ま
た
、「
住
ま
い
る
ダ

イ
ヤ
ル
」（
☎
0
5
7
0
・
0
1
6
・

1
0
0
）で
は
、リ
フ
ォ
ー
ム
工
事

の
内
容
や
見
積
金
額
に
つ
い
て
、

無
料
で
ア
ド
バ
イ
ス
を
お
こ
な
っ

て
い
ま
す
。

　

そ
の
他
、地
元
業
者
で
あ
れ
ば
、

そ
の
地
域
で
の
評
判
を
大
切
に
す

る
傾
向
が
あ
り
ま
す
。
近
い
分
、

ア
フ
タ
ー
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
や
す

い
場
合
も
あ
る
で
し
ょ
う
。
利
用

し
た
人
が
近
所
に
い
れ
ば
、
ど
の

よ
う
な
業
者
か
聞
く
こ
と
も
で
き

る
の
で
、
選
択
肢
の
一
つ
に
し
て

み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

「
ス
ト
レ
ス
は
、
こ
わ
く
な
い
」

　

ス
ト
レ
ス
は
「
悪
者
」
と
い
う
よ

り
は
、「
成
長
に
必
要
な
刺
激
」
と

と
ら
え
る
方
が
い
い
よ
う
で
す
。
ス

ト
レ
ス
は
な
く
な
り
ま
せ
ん
か
ら
、

ス
ト
レ
ス
が
問
題
に
な
る
の
は
、
心

に
か
か
っ
て
く
る
こ
と
に
対
し
て
、

ど
の
よ
う
に
反
応
・
対
処
す
る
か
と

い
う
こ
と
で
す
。
試
験
・
受
験
・
試

合
や
発
表
会
な
ど
が
迫
っ
て
く
る

と
、「
ど
う
し
よ
う
、
で
き
る
か
な
、

失
敗
し
な
い
か
な
」
と
心
が
不
安
に

な
り
ま
す
。
周
り
の
子
ど
も
た
ち
や

大
人
、
家
族
と
の
人
間
関
係
で
、「
辛

い
な
、
嫌
だ
な
」
と
思
う
こ
と
も
あ

る
で
し
ょ
う
。
そ
の
イ
ラ
イ
ラ
や
不

安
を
感
じ
た
時
に
、「
練
習
し
よ
う
」

と
か
「
で
き
た
イ
メ
ー
ジ
を
思
い
浮

か
べ
る
」
と
い
っ
た
立
ち
向
か
う
対

処
や
、「
だ
い
じ
ょ
う
ぶ
」
と
自
分

へ
の
プ
ラ
ス
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
送
れ

た
り
、
リ
ラ
ク
セ
ー
シ
ョ
ン
が
で
き

た
り
す
れ
ば
、
そ
の
不
安
や
困
難
を

乗
り
越
え
る
力
が
湧
い
て
き
ま
す
。

自
分
で
だ
け
で
な
く
、
誰
か
と
、
人

と
人
と
の
良
い
つ
な
が
り
を
も
っ
て

望
ま
し
い
対
処
が
で
き
た
な
ら
、
自

分
や
誰
か
を
傷
つ
け
る
こ
と
な
く
、

自
分
を
成
長
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
で
も
、
気
分
転
換
を
図
る
つ
も

り
で
、子
ど
も
な
ら
Ｔ
Ｖ
ゲ
ー
ム
を
、

大
人
な
ら
ギ
ャ
ン
ブ
ル
や
シ
ョ
ッ
ピ

ン
グ
を
し
過
ぎ
て
し
ま
っ
た
り
、
つ

い
人
や
物
に
当
た
り
傷
つ
け
て
し
ま

う
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　

人
や
物
を
傷
つ
け
る
対
処
や
発
散

は
、
や
っ
て
は
い
け
な
い
こ
と
で

す
。
何
気
な
い
日
常
の
中
で
も
、
子

ど
も
は
何
か
し
ら
の
ス
ト
レ
ス
を
受

け
、
そ
れ
に
対
処
し
よ
う
と
し
て
い

ま
す
。
子
ど
も
の
言
葉
や
行
動
に
対

し
て
、
親
は
経
験
を
積
ん
で
い
る
が

故
に
す
ぐ
に
、「
…
す
べ
き
。
…
し

な
さ
い
」
と
い
っ
た
命
令
や
指
示
を

出
し
、時
に「
こ
ん
な
こ
と
し
て
ち
ゃ

ダ
メ
だ
」
と
否
定
し
た
り
す
る
こ
と

が
多
く
あ
り
ま
せ
ん
か
。も
ち
ろ
ん
、

自
分
や
人
や
物
を
傷
つ
け
る
対
処
や

発
散
は
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
と
教
え

つ
つ
、
ま
ず
気
持
ち
を
受
け
入
れ
、

よ
く
聴
き
、「
お
母
（
父
）
さ
ん
は

こ
う
思
う
よ
」
と
受
け
止
め
る
こ
と

が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
と
一

緒
に
乗
り
越
え
よ
う
と
す
る
思
い
を

重
ね
て
、
子
ど
も
の
支
え
に
な
る
こ

と
が
で
き
れ
ば
い
い
で
す
ね
。

リ
ラ
ッ
ク
ス
す
る
た
め
の

簡
単
な
10
秒
呼
吸
（
腹
式
呼
吸
）

①
椅
子
に
ゆ
っ
た
り
と
腰
掛
け
る

②
静
か
に
目
を
閉
じ
る

③
吸
っ
て
い
る
息
を
、
全
て
口
か
ら

　

吐
き
出
す

④
「
１
、２
、３
」
で
、
鼻
か
ら
息
を

　

吸
い
な
が
ら
、
お
腹
を
ふ
く
ら
ま

　

せ
る

⑤
「
４
」
で
、
い
っ
た
ん
止
め
る

⑥
「
５
、
…
、
９
、
10
」
で
口
か
ら

　
（
細
く
長
く
遠
く
に
、
不
平
不
満

　

を
吐
き
出
す
つ
も
り
で
）
息
を
吐

　

き
出
し
な
が
ら
、
お
腹
を
凹
ま
せ

　

る
⑦
④
～
⑥
を
３
分
間
行
う

⑧
消
去
動
作
を
行
う
（
ジ
ャ
ン
ケ
ン

　

の
グ
ー
パ
ー
の
繰
り
返
し
、
肘
の

　

屈
伸
、
伸
び
な
ど
）

　
　
　
　
　
　
〔
青
少
年
セ
ン
タ
ー
〕
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と
て
も
風
情
の
あ
る
、
美
し
い

建
物
で
す
ね
。　

　

さ
て
、
こ
こ
は
市
内
の
ど
こ
で

し
ょ
う
。
こ
た
え
は
、
後
の
ペ
ー

ジ
で
す
。

　
5
つ
の
パ
ー
ト
に
分
け
て
、
日
常
と
ビ
ジ

ネ
ス
で
の
言
葉
づ
か
い
を
わ
か
り
や
す
く
ご

紹
介
。
敬
語
を
理
解
し
な
が
ら
身
に
つ
け
ら

れ
る
よ
う
に
、

巻
末
に
は
実
力

を
チ
ェ
ッ
ク
す
る

テ
ス
ト
が
付
い

て
い
る
本
で
す
。

杉
本 

祐
子 

著
／
主
婦
の
友
社

『
新
版　

き
れ
い
な
言
葉
づ
か
い
と

　
　
　
　
　

好
感
度
ア
ッ
プ
の
敬
語
』

花
よ
り
“
団
子
”
!!

　

暖
か
い
陽
射
し
を
受
け
て
、
様
々

な
花
が
咲
き
始
め
ま
す
。
そ
れ
に

合
わ
せ
る
か
の
よ
う
に
、
い
ろ
い
ろ

な
お
団
子
が
登
場
し
ま
す
。
そ
こ

で
、
今
回
は
「
お
団
子
」
に
関
す

る
本
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

『
手
づ
く
り
で
楽
し
む

　
　
　
　
　
　

四
季
の
和
菓
子
』

（
ホ
ー
ム
メ
イ
ド
協
会
編
／
素
朴
社
）

　

家
庭
で
和
菓
子
作
り
が
楽
し
め

る
よ
う
、
写
真
と
と
も
に
わ
か
り

や
す
く
紹
介
。
季
節
ご
と
に
分
か

れ
て
い
て
、
四
季
が
豊
か
な
こ
と
を

改
め
て
実
感
す
る
本
で
す
。

『
だ
ん
ご
3
兄
弟 

く
し
の
休
日
』

（
さ
と
う 

ま
さ
ひ
こ 

作
、
う
ち
の 

ま

す
み 

作
／
メ
デ
ィ
ア
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
）

　

Ｔ
Ｖ
番
組
か
ら
誕
生
し
た
キ
ャ
ラ

ク
タ
ー
「
だ
ん
ご
3
兄
弟
」。
串
だ

ん
ご
の
三
兄
弟
の
絵
本
で
す
。「
あ

っ
、
懐
か
し
い
！
」
と
い
う
人
も
い

る
と
思
い
ま
す
よ
。

『
日
本
の
職
人
さ
ん
8　

お
菓
子

を
つ
く
る
職
人
さ
ん
「
和
菓
子
・

洋
菓
子
」』

（
金
田 

昌
司 

監
修
、
西
上
原 

三
千
代 

文
／
ポ
プ
ラ
社
）

　

何
気
な
く
食
べ
て
い
る
和
菓
子

や
洋
菓
子
。
そ
れ
ら
を
作
る
職
人

さ
ん
の
、
技
と
心
意
気
を
紹
介
し

た
本
で
す
。
こ
れ
か
ら
は
、
食
べ
る

姿
勢
が
変
わ
る
か
も
…
。

4月の新着図書4月のおはなし会

☆
ほ
か
に
も
、
新
着
図
書
が
い
ろ
い
ろ
あ
り
ま
す
。

児童書一般書
『
あ
た
ら
し
い
哲
学
入
門
』　　
　
　

土
屋 

賢
二 

著
／
文
藝
春
秋

『
知
識
ゼ
ロ
か
ら
の
ア
ロ
マ
テ
ラ
ピ
ー
入
門
』

　

  

中
条 

春
野 

著
／
幻
冬
舎

『
末ま

つ

裔え
い

』　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

絲
山 

秋
子 

著
／
講
談
社

『
一
休
さ
ん
（
日
本
名
作
お
は
な
し
絵
本
）』

　

杉
山 

亮 

作
、
長
野 

ヒ
デ
子 

絵
／
小
学
館

『
ぎ
ょ
う
れ
つ
の
で
き
る
は
ち
み
つ
や
さ
ん
』

ふ
く
ざ
わ 

ゆ
み
こ 

作
／
教
育
画
劇

『
と
ら
わ
れ
の
フ
ェ
ル
ダ
』　

オ
ン
ド
ジ
ェ
イ
・
セ
コ
ラ 

作
、
関
沢 

明
子 

訳
／
福
音
館
書
店

◎おはなし会
かい

▽とき　4月9日（土） ごぜん10じ30ぷんから

▽たいしょう　4さいいじょうの子
こ

ども
 ● おはなし『スヌークスさん一

い っ か

家』
 ● 絵

え

本
ほん

　　『きつねのホイティ』
◎えほんとわらべうたの時

じ

間
かん

 ≪きらら≫

▽とき　4月23日（土） ごぜん10じ30ぷんから

▽たいしょう　3さいいかの子
こ

ども
 ● 絵本　　　 　『とんとんとんと』
 ● パネルシアター『わたしのワンピース』
※ほかにもたのしいおはなしや、てあそび
　があります。
※どちらも、としょかんの2かいでかいさい
　します。

　市立図書館に入ってすぐの両側にある
展示ケースでは、季節の風景や話題、歴史、
イベントなどをテーマに、趣向をこらした展
示がおこなわれています。
　これは、スタッフが、図書館を訪れる人に、
郷土・高田に愛着を持ってもらいたい、との
思いから始めたものです。
　現在は、スタッフ手作りの桜華殿が飾ら
れ、皆さんの来館をお待ちしています。

楽しい展示で
来館者を
お出迎え
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（月極利用のみ）

　

本
市
で
は
、
安
全
で
美
し
い
ま
ち
を
め
ざ
し
て
、『
大
和
高
田
市
自
転
車
等
の

安
全
利
用
に
関
す
る
条
例
』
に
基
づ
き
、
駅
周
辺
に
「
自
転
車
等
放
置
禁
止

区
域
」
を
設
け
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
区
域
内
に
自
転
車
や
ミ
ニ
バ
イ
ク
等
を
放

置
（
駐
車
）
し
た
場
合
は
、
市
が
移
動
し
、
保
管
す
る
こ
と
に
な
って
い
ま
す
。

　

自
転
車
等
を
放
置
す
る
と
、
交
通
の
妨
げ
に
な
る
だ
け
で
な
く
、
交
通
事
故

の
原
因
と
な
り
ま
す
。
放
置
自
転
車
等
の
根
絶
に
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

移動した自転車は
「高架下自転車保管所」
で保管しています

▽保管場所　大和高田市高架下自転車保管所
　　　　　　（高田バイパス高架下）　☎ 25-0103

▽返還時間    ● 平日　午前9時～正午　午後1時～ 5時
 ● 土・日　午前9時～正午（祝日・年末年始は、返還できません）

▽ 持ち物　自転車等引取通知書（持ち主が確認できた場合は、
市役所から送付）、自転車等のカギ、印鑑、住所・名前が確
認できるもの（免許証・学生証等）、移動費 2,000円（移動日
から15日以上経過した場合、保管料 1,000円を別途加算）

▽保管期間　移動後60日間（この期間を過ぎると処分します）
                                         〔生活安全課　内線 322〕

「自転車等放置禁止区域」を指定しています
禁止区域内には、自転車等を放置しないでください
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引き取りは

60日以内に


